
現在の大阪城天守閣は、昭和6年
（1931年）に市民の寄付により豊臣
秀吉創建時の姿の再建を試みた
建造物です。
その外観は90年以上大阪のシン
ボルとして市民に親しまれ、周囲に
広がる大阪城公園の深い緑と調和
した絶妙な景観を呈しています。

本市では、こうした特徴を有する大
阪城天守閣を「地域景観の核」とし
て保全・継承しながら、「地域の良
好な景観形成」に活用することが、
大阪らしい景観を実現する上で非
常に重要なことだと考えています。

景
観
法
で
は
、「
景
観
」を
国
民

共
有
の
資
産
と
位
置
づ
け
、地

域
の
自
然
、歴
史
、文
化
等
の

人
々
の
生
活
、経
済
活
動
等
の

調
和
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
も

の
で
、地
域
と
密
接
に
結
び
つ

き
な
が
ら
、地
域
を
活
性
化
す

る
存
在
で
あ
る
と
し
て
い
ま

す
。そ
し
て
、そ
の
中
で
も
重

要
景
観
建
造
物
は
、歴
史
性
を

帯
び
た
都
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
し
て
認
め
ら
れ
た
特
別

な
存
在
で
す
。

大
阪
市
に
お
い
て
は
じ
め
て

指
定
さ
れ
る
大
阪
城
天
守
閣

は
、１
９
３
１
年
に
市
民
の
寄

付
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し

た
。当
時
は「
大
大
阪
」と
呼
ば

れ
、大
阪
市
の
人
口
が
東
京
を

凌
い
だ
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。

豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
建
設
さ

れ
た
時
期
と
同
じ
く
、大
阪
が

日
本
の
中
心
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、ま
さ

に
大
阪
興
隆
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

戦
前
に
建
て
ら
え
た
現
在
の

天
守
閣
は
、鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
近
代
建
築
で
、本
来

の
木
造
建
築
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。し
か
し
、戦
災
や
震
災
を

乗
り
越
え
て
、そ
の
姿
が
昼
も

夜（
夜
景
）も
大
阪
の
街
に
そ

び
え
続
け
、人
々
の
心
の
中
に

刻
み
込
ま
れ
た
存
在
で
す
。

築
９
０
年
を
超
え
、大
阪
を
代

表
す
る
景
観
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

景
観
重
要
建
造
物
へ
の
指
定
を

機
に
、今
一
度
大
阪
城
天
守
閣

に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第
１
号
に
指
定

大阪城天守閣
（景観重要建造物）

以上の理由により、大阪城天守閣＊
を景観法に基づく景観重要建造物
に指定しています。
＊特別史跡指定の石垣は除かれます。

このブックレットでは、「景観重要
建造物って何？どんな良いことがあ
るの？」といった制度に関すること
や、大阪城天守閣の景観的な特徴、
大阪市が大阪城天守閣を核として
どのように景観づくりに取り組んで
いるかを簡単にご紹介しています。
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